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ヒグマの生息およびあつれき動向の把握

背 景

成 果

期待される効果

経常・道受託研究 

・得られた知見は北海道ヒグマ管理計画に基づく施策の科学的根拠として活用。
・迅速な試料分析や被害状況の把握、防除対策の普及により地域住民の安全確保に大きく貢献。

人身被害発生時に地域住民の安全を確保するには、平時からの継続的な
試料・情報収集と、加害個体を迅速に分析できる体制が不可欠。

１ ２ ３全道の個体数動向を推定

協力機関：北海道環境生活部野生動物対策課、各（総合）振興局環境生活課、市町村

実害を及ぼす問題個体数を推定 緊急DNA分析で加害個体の捕獲確認

生息状況把握のための基盤情報を整備 加害個体を迅速に特定し住民不安を軽減出没情報を蓄積し傾向を解析（渡島半島地域）

7/12 福島町で人身死亡被害発生 (2025年)

7/14 被害現場でDNA試料を採取

7/18 発表：2021年の加害個体と一致

現場周辺でヒグマ捕獲→緊急分析

7/19 発表：加害個体の捕獲を確認

試料採取 DNA抽出 個体特定

捕獲個体から得られる試料と分析内容

市街地に出没した個体等

農作物等に実害を与えた個体

人に対して危険な個体

歯
（年齢査定）

大腿骨
（食性分析）

肝臓
（DNA分析）

性齢別捕獲数・分布や被害の状況等

※Tsuruga et al. (2026) Popul. Ecol.を改編
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※R7第2回ヒグマ保護管理検討会資料3-1を改編

問い合わせ先：エネルギー・環境・地質研究所 研究推進室 研究情報グループ 電話：011-747-2420


